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関数演算器 
● ＰＷＭ／ＰＰＭ方式で、入力値 x1,x2 の差の絶対値|x1-x2|の任意の関数 F(|x1-x2|)の演

算可能な関数演算器を提供可能 
 

 

❶技術分野 

２つの入力値x1，x2を表すアナログ信号に対して、その絶対値|x1-x2|に対し単調減少する

関数F(|x1-x2|)の演算を行うアナログ関数演算器に関する技術です。 

 

❷発明の背景と目的 

・ パターン・マッチングなどの情報処理を行う場合、しばしば、２つの状態値の距離や類

似度、即ち、状態値x1,x2の差の絶対値|x1-x2|の関数F(|x1-x2|)の演算が必要となる場合 

があります。ＰＷＭ／ＰＰＭ方式のアナログ・ニューロＬＳＩを使用する場合、かかる

関数F(|x1-x2|)の計算をＰＷＭ／ＰＰＭ方式により行う必要がありますが、現在のとこ

ろそのような関数演算器は提案されておりません。 

・ 目的は、ＰＷＭ／ＰＰＭ方式において、入力値 x1,x2 の差の絶対値|x1-x2|の任意の関数

F(|x1-x2|)の演算を行うことが可能な関数演算器を提供することです。 

 

❸発明の構成と効果 

入力値x1,x2でパルス位相変調された入力信号PPW1, PPW2が入力されると、各信号

に同期して、関数f(t)（f(t)はF(x)の変数xを時間tに変数置換した関数）に比例

する関数信号spk1,spk2を生成する関数発生器２ａ，２ｂと、関数信号spk1,spk2の

うち低い方に比例して変化する最小値信号n1を生成する最小値検出器３と、最小

値信号n1の出力のピークを保持し結果信号Vspkとして出力するピークホールド回

路４を備えておりますタＡは、疑似人モデルに基本動作を行わせ、基本動作を行

う疑似人モデルを、仮想カメラ群を用いて多方向から観察した動作画像から得ま

す。 

 

ＰＷＭ／ＰＰＭ方式において、 

入力値 x1,x2の差の絶対値|x1-x2| 

の任意の関数 F(|x1-x2|)の演算 

を行うことが可能な関数演算器を 

提供することができます。 

本発明は、物体認識、動き検出、 

ステレオビジョン等の画像認 

識・視処理覚を行うハードウェ 

ア(集積回路)に適用でき、産業用ロ 

ボット視覚、家庭用ロボット視覚、 

車載用認識システム、生体認証等 

に適用可能です。 
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関数演算器の全体構成ブロック図 
 


